
 

 

 

２０２３年６月１０日（土） ＠新座総合技術高校 １１：００ＫＯ 

 

Ｕ１８リーグ第５節 vs 坂戸西Ⅱ 

    

前半 ０－１ ２３分失点 

後半 １－２ ４７分小山（食物調理科）５９分失点 ６６分失点 

     合計 １－３  

 

 リーグ第４節川越工業高校（６月４日）との試合は、インターハイ予選の関係もあり延期となり、迎

えた第５節坂戸西Ⅱ戦。 

 スタートから相手が勢いよく来ることを想定し、シンプルに縦（相手ＳＢの背後）にプレーすること、

競り合いへの意識の確認を行い試合に入る。攻撃は、両ウイングの動きとフォワードの狙うべきスペー

スを確認。ボールを奪った後に、落ち着かせて広げること。広げるために、広がること（タイミング）

も確認。 

１セット目は失点こそなかったものの、相手ＳＢへのプレスが足りず簡単に運ばれる場面が目立つ。

２セット目の立ち上がり２３分、自陣浅い位置からの相手フリーキックの流れから失点。準備が遅れた

こと（集中力を欠いたこと）が大きな要因。個で集中しなければいけないことは言うまでもないが、お

互い声をかけ続け、集中することも大事。それができなかった。ハーフタイムに自分たちの右サイドを

起点に守備、攻撃を構築することを確認。 

迎えた３セット目、４７分に狙い通り右サイドの守備からの攻撃で同点に追いつく。しかし、５９分

に連携ミスから失点、６６分セットプレーから失点をしてしまい試合終了。 

３失点すべてに、それぞれの場面における反省点がある。同時に、１対１に追いついてからの試合運

びにおいても、私自身にも大きな反省点が残ったと感じている。追いついた後に具体的にどのように試

合を進めるかを全体で共有できなかった。再び失点しないように試合を運ぶのは全員わかっている。そ

れをどのように達成するのか、そしてどのように勝ち越しを目指すのか。この２つを具体的に提示し、

共有することができなかった。同点に追いついた後、相手に押し込まれる時間が続いたので、流れを断

ち切るための具体策を考え、共有する必要があった。奪ったら無理に、縦、背後を目指させるのではな

く、相手ＳＢの背後を確実に取り、前線の選手にボールをキープしてもらい時間を作り、相手を下げさ

せる。もっとゲームをコントロールするための方法はあったはず。今回の試合全体の流れを振り返り、 

選手と一緒に何ができたかを考えていきたいと思います。 

 勝つことができなかったということは、必ず原因がある。一人ひとりが責任を持つこと。責任の基準

を上げる。日々の生活から、自ら決断し行動することを繰り返さなければいけない。練習がすべてであ

り、練習を全員でし続けられなければ勝つことは難しい。個々の力を足し算することでチームの力とす

るのではなく、掛け算でチームの力にする。足し算よりも掛け算の方が大きな力になる。ただやるだけ

では足し算にしかならない。自ら決断し、仲間と自らつながる。掛け算でつながり、チームの力を伸ば

せるように全員で努力し続けよう。 

 

次節 

６月２５日（日） Ｕ１８リーグ第６節 vs 川越東Ⅱ ９：３０ＫＯ ＠新座総合技術高校 

新座総合技術高等学校 

サッカー部顧問 松村健 

 ２０２３Vol.６  

 

 

 

 


